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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第41期

第１四半期連結累計(会計)期間
第40期

会計期間
自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日

自　平成19年12月１日
至　平成20年11月30日

売上高 (百万円) 27,242 86,762

経常利益 (百万円) 2,156 1,207

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,203 483

純資産額 (百万円) 23,813 23,181

総資産額 (百万円) 41,049 40,934

１株当たり純資産額 (円) 1,045.76 1,017.97

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 52.83 21.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) - -

自己資本比率 (％) 58.0 56.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,884 4,171

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,727 △1,929

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △502 △1,332

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 12,339 12,685

従業員数 (名) 1,185 1,189

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　ておりません。

　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　ません。

　　４　第41期は決算期変更により、平成20年12月１日から平成22年３月31日までの16ヶ月の変則決算となっており

　ます。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年２月28日現在

従業員数(名) 1,185（4,081）

　（注）１　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（１日８

　　　　　　時間換算）を外数で記載しております。

　　　　２　上記就業人員には、執行役員（９名）、嘱託（３名）、契約社員（49名）、受入出向社員（５名）、派遣

　　　　　　出向社員（４名）は含んでおりません。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年２月28日現在

従業員数(名) 1,167（3,997）

　（注）１　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員（１日８時間換

　　　　　　算）を外数で記載しております。

　　　　２　上記就業人員には、執行役員（９名）、嘱託（３名）、契約社員（49名）、受入出向社員（５名）、派遣

　　　　　　出向社員（４名）は含んでおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

ＫＦＣ事業 11,838

ピザハット事業 2,512

合計 14,350

(注) １　金額は、仕入価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

ＫＦＣ事業 21,235

ピザハット事業 6,007

合計 27,242

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

（1）経営成績の分析

　　 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、金融不安の下で世界経済が急速に悪化し

　　 た影響から、海外需要減退による輸出の大幅な減少と、需要減に対応した生産調整により、主

　　 要国の中で最大の落ち込み幅を示し、個人消費は低迷が続いております。

　　 外食産業におきましては、生活防衛意識の高まりから消費者の内食志向が高まる中で、食の

　　 安全性にかかわる問題、顧客獲得に向けた外食産業間の競争、中食マーケットとの競争激化、

　　 労働力不足などにより、厳しい経営環境が続いております。

　　 こうした環境の中、当社グループ（当社及び連結子会社）は、本年度から始まる３ヵ年を対

　　 象とした新たな中期経営計画「ＡＢＲ2011―Achieving Breakthrough Results 2011」を策定

　　 し、「ＫＦＣ事業の活性化」「ピザハット事業の黒字化」「新規事業の本格展開」「資産の健

　　 全化」「ブランド価値の向上」「人材育成と組織能力の強化」という６つの基本課題の実現に

　　 向けて、各施策への取組みを全社をあげてスピード感を持って実行しております。

　　　 これらの結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高272億４千２百万円、営業利益

　　　 21億１千９百万円、経常利益21億５千６百万円、四半期純利益12億３百万円となりました。

　

   事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　①ＫＦＣ事業

当第１四半期連結会計期間におけるＫＦＣ事業は、前連結会計年度から引続き当社の基幹商品で

あるオリジナルレシピの骨付きチキン（ＯＲ）の販売を強化するとともに、骨付きチキンの新商品

「辛旨チキン」や、新サンドメニュー「サーモンサンド」を開発・導入し、また、クリスマス期や年

末年始に積極的なキャンペーンを展開いたしました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間におけるＫＦＣ事業の業績は、売上高は212億３千５百万

円、営業利益は19億２千６百万円となりました。

　②ピザハット事業

当第１四半期連結会計期間におけるピザハット事業は、宅配ピザ市場が伸び悩む一方で競争は更

に激化している厳しい環境が継続しておりますが、前連結会計年度に引続き新しいタイプのクラス

ト（生地）の導入により、新商品「スペシャル５」を積極的に展開し顧客基盤の拡大を図りました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間におけるピザハット事業の業績は、売上高は60億７百万

円、営業利益は１億９千３百万円となりました。
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　（2）財政状態の分析

　　 当第１四半期連結会計期間末の連結財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は１億

　　 １千４百万円増加し、410億４千９百万円となりました。その主な要因は、現金及び預金の増

　　 加31億５千３百万円、売掛金の減少２億１千４百万円、有価証券の減少25億１百万円、たな卸

　　 資産の減少１億３千６百万円等によるものであります。

　　 負債は５億１千６百万円減少し、172億３千５百万円となりました。その主な要因は、買掛金

　　 の減少５億７千５百万円等によるものであります。　　 　　

　　 純資産は238億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億３千１百万円増加し、自己　　 　　

　　 資本比率は58.0％となっております。

　

　（3）キャッシュ・フローの分析

　　　 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前

　　　 連結会計年度末と比較して３億４千６百万円減少し、123億３千９百万円となりました。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　  営業活動によるキャッシュ・フローは、18億８千４百万円の収入となりました。その主な

　　　　内訳は、税金等調整前四半期純利益21億４百万円、減価償却費４億９千５百万円及び法人税

　　　　等の支払額４億５千３百万円等によるものであります。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　  投資活動によるキャッシュ・フローは、17億２千７百万円の支出となりました。その主な

　　　　内訳は、投資有価証券の取得による支出３億９千９百万円、有形・無形固定資産の取得によ

　　　　る支出５億９千７百万円等によるものであります。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　  財務活動によるキャッシュ・フローは、５億２百万円の支出となりました。その主な内訳

　　　　は、配当金の支払額４億９千９百万円等によるものであります。　　　　

　

　（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重

　　　 要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

　（5）研究開発活動

　　　 当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は５百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

  当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,953,000

計 49,953,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年４月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,783,00022,783,000
東京証券取引所 
市場第二部 

単元株式数は1,000株で
　 あります。

計 22,783,00022,783,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　 該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月１日～
平成21年２月28日
（注）

△200,00022,783,000 - 7,297 - 10,430

(注)　平成21年１月15日開催の取締役会決議により、平成21年１月30日付で自己株式を消却いたしました。これにより株

式数は200,000株減少し、発行済株式総数は22,783,000株となっております。

　

(5) 【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載す

　　　ることができませんので、直前の基準日である平成20年11月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成20年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　210,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

　　22,578,000
22,578 ―

単元未満株式 普通株式　195,000 ― ―

発行済株式総数 22,983,000― ―

総株主の議決権 ― 22,578 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式203株及び証券保管振替機構名義の株式100株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成20年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本ケンタッキー・
フライド・チキン株式会社

東京都渋谷区恵比寿南
１丁目15番１号

210,000― 210,000 0.91

計 ― 210,000― 210,000 0.91

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
12月

平成21年
１月 ２月

最高(円) 1,620 1,600 1,595

最低(円) 1,550 1,562 1,550

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

当社は、平成21年２月19日開催の第40期定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を11月

30日から３月31日に変更いたしました。これに伴い、当連結会計年度は、平成20年12月１日から平成22年３

月31日までの16ヶ月間となっております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査

法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,843 6,690

売掛金 3,348 3,562

有価証券 4,697 7,198

商品 632 744

原材料 12 18

貯蔵品 30 49

前払費用 516 448

繰延税金資産 459 496

その他 683 921

貸倒引当金 △190 △226

流動資産合計 20,033 19,902

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 3,402

※１
 3,508

土地 3,504 3,504

その他（純額） ※１
 1,735

※１
 1,886

有形固定資産合計 8,643 8,899

無形固定資産

のれん 17 18

ソフトウエア 999 874

その他 159 159

無形固定資産合計 1,176 1,052

投資その他の資産

投資有価証券 1,121 770

差入保証金 6,982 7,158

繰延税金資産 2,240 2,222

その他 1,195 1,276

貸倒引当金 △344 △348

投資その他の資産合計 11,195 11,080

固定資産合計 21,015 21,032

資産合計 41,049 40,934
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,045 7,621

未払金 3,573 3,919

未払法人税等 925 533

未払費用 860 872

その他 1,034 976

流動負債合計 13,439 13,922

固定負債

退職給付引当金 2,244 2,186

役員退職慰労引当金 97 94

ポイント引当金 112 110

長期前受収益 1,144 1,234

その他 198 204

固定負債合計 3,796 3,829

負債合計 17,235 17,752

純資産の部

株主資本

資本金 7,297 7,297

資本剰余金 10,430 10,430

利益剰余金 6,147 5,910

自己株式 △23 △418

株主資本合計 23,851 23,220

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △38 △38

評価・換算差額等合計 △38 △38

純資産合計 23,813 23,181

負債純資産合計 41,049 40,934
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
 至 平成21年２月28日)

売上高 27,242

売上原価 14,431

売上総利益 12,810

販売費及び一般管理費 ※
 10,691

営業利益 2,119

営業外収益

受取利息 19

受取配当金 1

受取賃貸料 32

雑収入 0

営業外収益合計 55

営業外費用

支払利息 0

固定資産除却損 15

その他 2

営業外費用合計 18

経常利益 2,156

特別利益

固定資産売却益 12

受取補償金 4

貸倒引当金戻入額 40

その他 2

特別利益合計 59

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 0

店舗閉鎖損失 9

減損損失 99

その他 1

特別損失合計 110

税金等調整前四半期純利益 2,104

法人税、住民税及び事業税 882

法人税等調整額 18

法人税等合計 901

四半期純利益 1,203
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
 至 平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,104

減価償却費 495

減損損失 99

有形固定資産除却損 15

有形固定資産売却損益（△は益） △12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40

退職給付引当金の増減額（△は減少） 57

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2

受取利息及び受取配当金 △21

支払利息 0

売上債権の増減額（△は増加） 376

たな卸資産の増減額（△は増加） 136

仕入債務の増減額（△は減少） △575

未払金の増減額（△は減少） △246

前受収益の増減額（△は減少） △135

未払消費税等の増減額（△は減少） 159

その他 △90

小計 2,328

利息及び配当金の受取額 9

利息の支払額 △0

法人税等の支払額 △453

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,884

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500

定期預金の払戻による収入 500

有価証券の償還による収入 50

投資有価証券の取得による支出 △399

有形固定資産の取得による支出 △372

有形固定資産の売却による収入 39

無形固定資産の取得による支出 △224

貸付けによる支出 △4

貸付金の回収による収入 4

敷金及び保証金の差入による支出 △22

敷金及び保証金の回収による収入 202

その他 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,727
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(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
 至 平成21年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △2

配当金の支払額 △499

財務活動によるキャッシュ・フロー △502

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △346

現金及び現金同等物の期首残高 12,685

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 12,339
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

 １ 会計処理基準に関する事項の変更

　 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基

　　 準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収

　　 益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この変更に伴う損益に与える影響はありません。　　　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法

　　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

　められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法

　　固定資産の減価償却費の算定方法は、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

　却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

３  法人税等並びに繰延税金資産の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

　によっております。

　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、且つ、一時差異等の発

　生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

　・プランニングを利用する方法によっております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末
(平成20年11月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　17,566百万円　　※１　有形固定資産の減価償却累計額　　17,520百万円　　

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費中の主な費目及び金額

　　　　諸給与金　　　　　　　　　　 4,862百万円

　　　　地代・家賃　　　　　　　　　 1,235百万円

　　　　広告宣伝費　　　　　　　　　 1,153百万円

　　　　減価償却費　　　　　　　　　　 449百万円

　　　　特許料　　　　　　　　　　　　 418百万円

　　　　退職給付費用　　　　　　　　　 107百万円

　　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　２百万円

　　　　ポイント引当金繰入額　　　　　　２百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 9,843百万円

有価証券  4,697百万円

　　　計 14,541百万円

預入期間が３か月超の定期預金

MMF及びCP以外の有価証券

△1,500百万円

△702百万円

現金及び現金同等物 12,339百万円
 

　

(株主資本等関係)

　　当第１四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成20年　　　

　　12月１日　至　平成21年２月28日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,783,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,763

　

３　新株予約権等に関する事項

    該当事項はありません。
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４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年２月19日
定時株主総会

普通株式 569 25.00平成20年11月30日 平成21年２月20日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　当社は平成21年１月15日開催の取締役会決議に基づき、平成21年１月30日に自己株式を200,000

　　株消却いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間において自己株式が395百万円減少

　　し、23百万円となっております。　

　

(リース取引関係)

　　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

　　行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ

　　て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

　　当第１四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　　当第１四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）

　　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

　　当社グループは、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

　
ＫＦＣ事業
(百万円)

ピザハット　　
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

21,235 6,007 27,242 ― 27,242

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 21,235 6,007 27,242 ― 27,242

営業利益 1,926 193 2,119 ― 2,119

(注)　１　事業区分は、製品の種類・性質及び販売方法の類似性を考慮し、ＫＦＣ事業、ピザハット事業に区分して

　　おります。

　　　　２　事業区分及び各区分に属する主要な製品等の名称は以下のとおりであります。

事業区分 区分に属する主要な製品等の名称

ＫＦＣ事業
チキン、サンド、ドリンク等及び食材並びにカップ、パッケージ等の包装資材、チ
キンにかかわるライセンス料、チキン関連の広告宣伝等

ピザハット事業
ピザ、ドリンク等及び食材並びにカップ、パッケージ等の包装資材、ピザにかかわ
るライセンス料、ピザ関連の広告宣伝等

 ３　会計処理基準に関する事項の変更

　　(棚卸資産の評価に関する会計基準の適用)

　　　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基

準」(企業会計基準委員会　企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の

低下による簿価切下げの方法)に変更しております。この変更に伴う損益に与える影響はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)については、本邦以外の国ま

たは地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)については、海外売上高がな

いため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末
(平成20年11月30日)

１株当たり純資産額　　　　　　　　　　1,045.76円 １株当たり純資産額　　　　　　　　　　1,017.97円
 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末
(平成20年11月30日)

純資産の部の合計額(百万円) 23,813 23,181

普通株式に係る純資産額(百万円) 23,813 23,181

普通株式の発行済株式数(千株) 22,783 22,983

普通株式の自己株式数(千株) 11 210

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(千株)

22,771 22,772

　

２　１株当たり四半期純利益等

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

１株当たり四半期純利益　　　　　　　　　 52.83円
 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式がないため記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,203

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,203

普通株主に帰属しない金額(百万円) -

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,771

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月13日

日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社

取締役会　御中

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　　　　　　　　　　　　　　　　　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　田　　英　　樹　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　藤　　原　　　　　明　　印

　

 指定有限責任社員
 業務執行社員
　

　
公認会計士　　清　　水　　芳　　彦　　印
 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

ケンタッキー・フライド・チキン株式会社の平成20年12月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の

第１四半期連結累計期間(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会

社及び連結子会社の平成21年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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